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梅雨の季節を迎え、蒸し暑い日が続いています。新年度が始まって３か月が過ぎ、子どもたち

は新年度当初の緊張もほぐれ、それぞれの個性や持ち味を存分に発揮するようになり、毎日元気

に学校生活を送っています。 

一方で、このころは心身の疲れが出やすい時期でもあります。また、友達との関わりが深まる

中で、時には思いの違いからトラブルが生じることもあります。そうした経験も成長の機会と捉

えながら、一人ひとりが安心して過ごせる学級づくりや、互いを認め合える仲間づくりを大切に

していきたいと考えています。 

夏休みまであと１か月を切りました。学習面・生活面でのこれまでの取り組み

を振り返り、これまでの子どもたちの頑張りを見つめ直し、次の成長につなげ

ていく時期です。これから始まる個人面談では、学校での様子や成長の姿を保

護者の皆様と共有するとともに、ご家庭での様子もお聞かせいただきながら、

学校と家庭が力を合わせて子どもたちの成長を支えていきたいと考えていま

す。充実した気持ちで夏休みを迎えられるよう、引き続きご理解とご協力をお

願いいたします。 

 

～～１年生を迎える会（たてわり集会）～～ 

 

５月２０日（水）、今年度最初のたてわり活動として「１

年生を迎える会」を行いました。６年生は会を主宰する側、

各班のリーダーとして、２週間前から計画や準備を進め、当

日の運営に取り組みました。 

初めての活動ということもあり、緊張しながら進行する姿

も見られましたが、班の仲間と協力しながら工夫して活動を

進めることができました。１年生も笑顔で参加し、楽しい時

間を過ごすことができたようです。人前で話すことに苦手意

識をもつ子も少なくありま

せん。しかし、仲間の前で

話したり、集団をまとめたりす

る経験は、子どもたちの大きな

成長につながります。学校では

今後もさまざまな場面で活躍の

機会を設け、一人ひとりの自信

を育てていきたいと考えていま

す。 

 

しらさぎ

 

～～４年生 逗子市環境クリーンセンター見学～～ 
 

5月 22日（金）、4年生が社会科の学習の一環として環境クリー

ンセンターを見学しました。当日はバスや電車を利用して移動しま

したが、公共の場でのマナーを意識し、周囲の方々に配慮しながら

行動する姿が見られ、子どもたちの成長を感じる機会となりました。 

 

https://www.irasutoya.com/2012/03/blog-post_4930.html


施設内では、普段目にすることのないごみ処理の仕組みや工夫、巨大

なクレーンや焼却炉などの設備を見学しました。実際の現場を自分の目

で見て学ぶことで、教科書だけでは得られな

い気づきや発見があったようです。 

見学後の振り返りでは、「もっと分別をし

っかりしたい」「ごみ処理に携わる方々の努

力を初めて知った」「毎日出しているごみに

ついて考えるきっかけになった」などの感想が聞かれ、環境への関心を

高める貴重な学習の機会となりました。 

～～水泳学習がおわりました～～ 

5月 20日（水）より実施していた水泳学習（低学年は水あそび）が終了しました。市民交流

センターのプールを使用した学習は今年で 5年目となります。今年度も大きな事故やけがなく、

無事に全日程を終えることができました。 

一方で、台風 6号の影響により、1年生と 4年生の水泳学習は中止となりました。天候に左

右されにくい施設であることから計画的に実施できる

と考えていましたが、自然災害の影響は避けられず、

自然環境と共に学びを進める難しさを実感しました。 

限られた実施回数ではありましたが、子どもたちは

それぞれの目標に向かって意欲的に学習に取り組んで

いました。保護者の皆様には、準備や健康管理等にご

協力いただき、ありがとうございました。 
 

～～4年生 歯磨き指導～～ 

 毎年 4年生を対象に「歯みがき指導」を実施して

います。今年度も 3名の歯科医師の先生方にご来校

いただき、歯みがきのポイントや歯の健康について教

えていただきました。 

指導では、口の中の汚れに反応する錠剤を使って

「染め出し」を行いました。磨き残しのある部分が赤

く染まるため、自分ではきれいに磨いたつもりでも、

歯と歯の間や歯と歯ぐきの境目に磨き残しがあることが分かります。子どもたちは、赤く染まっ

た部分がきれいになるように、自分の歯ブラシを使って丁寧に

磨いていました。また、落ちにくい部分については、歯科医師

の先生方から勧められた歯ブラシを使った磨き方も教えていた

だきました。 

近年は、染め出しで赤く染まる部分が少なく、子どもたちの

歯みがきの技術も向上しているように感じます。また、適切な

歯ブラシを使用している児童も多く、ご家庭における歯の健康

への意識の高まりを感じました。 

これからも毎日の歯みがきを大切にし、健康な歯を守ってい

ってほしいと思います。 

～～６年生 社会科見学（科学技術館と国会議事堂）～～ 
６月 16日（火）、６年生は国会議事堂の見学に行きました。 

早朝の事故の影響で都心環状線が通行止めとなり、かなりの渋滞が発

生しました。科学技術館への到着までに２時間半ほどかかってしまった

ため、急遽予定を変更し、お昼ご飯を食べてから見学を行いました。時

間に余裕がなく、かけ足での見学となってしまいましたが、すべてのグ

ループが時間を守って集合時間に集まることができました。 

 
お弁当を食べています 



その後、国会議事堂へ移動し、参議院を見学しました。衆議

院は議会開催中でした。参議院本会議場の傍聴席に座り、カー

テンの向こうには国会の開会式の際に天皇陛下がお座りにな

る椅子があることや、５分おきに鳴るベルの意味、創立当時か

ら使われている壁に埋

め込まれたポストなど

について説明を聞きま

した。国会議事堂内見学では、大理石の重厚な壁や柱、政党

ごとの会議室が並ぶ廊下など、説明で聞いたことを思い出

しながら、歴史の重みを感じさせる室内を見学しました。 

国会議事堂を出た庭には、各都道府県の木が植えられて

います。神奈川県の木である「いちょう」を見つけ、子ども

たちは歓声を上げていました。さらに、移動中に「石破さん」

と放送が流れ、子どもたちはハッとした様子でした。「今こ

こで、本当に国の政治が動いているんだ」と感じる出来事と

なりました。 

～～いじめ防止研修～～ 

6月 8日（月）石澤カウンセラーを講師に招き、教職員の「いじめ防止研修」を実施しました。 

研修では、いじめの定義や早期発見・早期対応の重要性について学ぶとともに、いじめへの対

応を学校全体で組織的に進めていくことの必要性について確認しました。また、小坪小学校ホー

ムページに掲載している「いじめ防止基本方針」をもとに、いじめが発生した際の学校としての

対応の在り方について再確認し、教職員間で共通理解を深めました。  

後半は、いじめを発見した際の対応について、学校で

起こり得る様々な事例をもとに協議を行いました。その

後、石澤カウンセラーから、心理士の視点による助言や

対応のポイントについてご講話いただきました。  

子どもはまだ成長の途上にあります。学校では、いじ

めは、人の心や体を傷つける許されない行為であるとい

うことを、今後も継続して指導していきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～ＰＴＡ『春の草刈り』～～ 

           ５月 30日（土）にＰＴＡの皆様に「春の草刈り」を 

行っていただきました。 

日差しが強く暑い日でしたが、早朝からたくさんの方 

にご来校いただき、昇降口前、図書室前の花壇と、校庭 

周りの草を刈ってくださいました。   

 とてもさっぱりしました！ありがとうございました！！ 

 

 

子どもたちの下校時間に合わせ、週に１～２回ほど、逗子市警察署生活安全課の見滝さんが見

守りに来てくださっているのをご存じでしょうか。見滝さんは、逗子市内すべての小学校を順番

に回りながら、子どもたちの安全を見守ってくださっています。先日学校でお会いした際、小坪

小学校の子どもたちの下様子についてお話を伺いました。 

見滝さんによると、「さようなら」の声掛けに、一番よく返事が返って 

くるのが小坪小学校の子どもたちなのだそうです。また、それはお家 

の方も同じとのことでした。 

子どもたちは、人との関わり方を、周囲の大人の姿から自然に学んで 

いきます。地域やご家庭のあたたかな雰囲気が、子どもたちの素直なあ 

いさつにつながっているのだと感じ、うれしく思いました。 

 

 



「あいさつ」について思うこと 

今年度から小坪小学校に通級指導教室「うみかぜ」が開設されたのはご存じのことと思います。

通級指導教室担当の山本直子教諭から『うみかぜだより』が発行されています。その中で大変心に

残る内容がありましたのでみなさまにもお伝えします。 

 

皆さんは、お子さんに「あいさつ」をさせるのは、なぜですか？ 

礼儀正しい子になってほしいから？ 

しつけの一環と捉える人も多いと思います。でも脳を育てる視点に立つと、あいさつは 

「相手意識」を育てるのにとっても役に立ちます。 

 人に会ったときに「おはよう」と言えるのも、人に何かやってもらったときに「ありがとう」 

 が言えるのも、相手を意識しているからこそです。 

「水！」と言って親が水を出してくれるのを当たり前に黙って飲んでいた子に、「水をください」

と言うように教え、忘れていたら「何て言うんだっけ？」と「ください」を言うのを待ち、 

言えたら「どうぞ」と言って水を出すけれど、「ありがとう」と言うまでコップの手は離さない。

言えたら「どういたしまして」と手渡す。 

こんなやりとりを繰り返したら、周りが見えなかった子がいつの間にか見えるようになりました。 

あいさつは、まず親が率先して言い、手本を示すと良いでしょう。 

そして、お子さんがうまく言えなくてもそれを注意するのではなく、少しでも言えているところ

を肯定！が基本です（言えなくても、一瞬こちらを見たら「お、こっち見てくれたね」と肯定す

るのでも OK）。 

 是非やってみてください。そして、お子さんの変化があれば教えてください。よろしくお願いし 

ます。 

いかがでしたでしょうか。私はこの内容に大変共感するとともに、改めて「あいさつ」の大切

さについて考えさせられました。 

「相手意識をもつこと」は、社会性を身に付けるうえで欠かせない力です。 

以前、ドイツに留学した方の体験記を読んだ際にも、ホストファミリーから同様のことを教わ

ったという話が紹介されていました。国や文化が違っても、人との関わりを大切にするための基

本は共通しているのだと感じます。 

「相手を意識すること」「相手に伝わるように話すこと」 

「何かをしてもらったら感謝の気持ちを伝えること」 

このことは、子どもたちがこれから社会の中で豊かに生きていくために必要な力です。 

毎朝、門に立って子どもたちとあいさつを交わしていると、あいさつのやり取りそのものが、

相手を安心させるものなのだと実感します。学校でも日々の教育活動を通して育んでいきたいと

考えておりますが、これはご家庭と『ともに』行ってこそ、十分な教育的効果がでることです。 

学校とご家庭とが力を合わせながら、子どもたちの成長を支えていきたいと思います。 

 

 

     

                   

 

 
～電話機能追加のお知らせ～ 

 

逗子市役所で導入されている電話機能が、このたび学校電話にも導入されました。 

お電話をおかけいただくと、最初にメッセージが流れ、その後、呼び出し音となります。 

ご承知おきください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

７月の行事予定

7月の行事予定 

行事予定 

 

七夕の物語に登場する織姫と彦星は、年に一度しか会うことができません。それだけに、互

いを思い合う気持ちや、一緒に過ごせる時間の大切さを感じさせてくれるお話でもあります。 

学校でも、友達との関わりの中で、相手の気持ちを考えながら行動することの大切さを日々

伝えています。言葉や行動は、相手をうれしい気持ちにすることもあれば、反対に傷つけてし

まうこともあります。 

自分の思いを伝えるだけでなく、相手の思いにも目を向けながら、安心して過ご 

せる学校づくり目指し、これからも子どもたちとともに丁寧に取り組んでいきたいと、 

教職員一同、思っております。 

さを日々伝えています。言葉や行動は、相手をうれしい気持ちにすることもあれば、反対に傷つけてし

まうこともあります。 


